
昭
和
五
年
、
大
阪
府
知
事
柴
田
善
三
郎
は
大
阪
の
地
に
帝
国
大
学

創
設
の
上
申
書
を
政
府
に
提
出
し
、
昭
和
六
年
五
月
一
日
、
府
立
大

阪
医
科
大
学
（
学
長
楠
本
長
三
郎
）
を
医
学
部
と
し
、
新
た
に
理
学
部

を
創
設
し
医
・
理
二
学
部
よ
り
な
る
大
阪
帝
国
大
学
（
総
長
長
岡
半

太
郎
）
が
創
設
さ
れ
た
。
府
立
大
阪
医
科
大
学
の
ほ
と
ん
ど
の
教
授

は
大
阪
帝
大
教
授
へ
発
令
さ
れ
た
が
、
文
部
省
は
歯
科
学
弓
倉
繁
家

教
授
・
薬
化
学
薬
局
長
世
良
好
太
教
授
は
東
京
帝
大
医
学
部
に
は
該

当
す
る
講
座
名
が
な
い
と
、
弓
倉
教
授
は
講
師
に
、
世
良
教
授
は
薬

局
長
に
発
令
し
た
。
大
阪
帝
国
大
学
は
文
部
省
へ
歯
科
学
は
重
要
な

医
学
の
一
分
科
で
あ
る
と
強
く
講
座
の
開
設
を
要
望
し
、
旧
帝
大
医
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府
立
大
阪
医
科
大
学
は
大
阪
帝
国
大
学

医
学
部
へ

歯
科
学
弓
倉
繁
家
教
授
・
薬
化
学
世
良

好
太
教
授

中
室
嘉
祐

学
部
に
日
本
最
初
の
歯
科
学
講
座
が
昭
和
七
年
開
設
、
弓
倉
教
授
が

発
令
さ
れ
た
。

戦
後
こ
れ
を
基
に
米
国
使
節
団
の
勧
告
も
あ
っ
て
昭
和
二
五
年
医

学
部
泉
尾
分
院
の
地
に
医
学
部
歯
学
科
が
開
設
さ
れ
、
昭
和
二
六
年

医
学
部
よ
り
分
離
し
、
日
本
最
初
の
歯
学
部
へ
と
発
展
し
、
弓
倉
教

授
は
初
代
の
歯
学
部
長
に
選
任
さ
れ
た
。

ま
た
昭
和
九
年
大
阪
帝
国
大
学
に
微
生
物
病
研
究
所
が
新
設
さ

れ
、
世
良
の
た
め
特
に
細
菌
化
学
部
か
で
き
、
初
代
の
細
菌
化
学
部

主
任
教
授
と
な
っ
た
。

大
阪
帝
大
医
学
部
の
母
体
で
あ
る
府
立
大
阪
医
科
大
学
の
歴
史
を

さ
か
の
ぼ
る
と
、
幕
末
日
本
最
初
の
西
洋
医
学
の
病
院
・
長
崎
養
生

所
が
開
院
し
、
藺
軍
医
ボ
ン
ベ
は
日
本
中
か
ら
集
っ
た
医
学
生
に
西

洋
医
学
の
ほ
か
薬
局
に
て
処
方
菱
調
剤
を
も
教
え
、
医
学
生
は
日
本

各
地
へ
帰
り
、
医
師
が
処
方
菱
調
剤
を
行
う
西
洋
医
学
を
日
本
中
に

拡
め
た
。
後
任
の
ポ
ー
ド
ウ
ィ
ン
も
同
様
で
あ
っ
た
。

明
治
と
な
り
新
政
府
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
残
り
の
任
期
を
引
継

ぎ
、
大
阪
に
国
立
医
学
校
病
院
を
開
校
し
た
が
、
明
治
五
年
大
阪
を

廃
校
と
し
た
。
明
治
六
年
二
月
大
阪
府
立
病
院
が
開
院
し
、
教
師
蘭

医
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
指
導
で
「
大
阪
府
病
院
各
局
規
則
」
が
大
阪
府
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よ
り
公
布
、
そ
の
薬
局
規
則
に
は
「
総
て
薬
剤
の
製
煉
及
び
配
合
は

一
切
司
薬
生
（
薬
剤
師
）
自
ら
行
い
習
熟
の
召
使
た
り
と
も
こ
れ
に
取

扱
せ
候
事
堅
く
厳
禁
た
る
べ
き
事
」
等
、
薬
局
長
の
管
理
す
る
薬
局

で
薬
剤
師
に
よ
る
病
院
医
薬
分
業
の
制
度
が
確
立
し
、
日
本
中
の
病

院
で
病
院
医
薬
分
業
の
始
ま
る
基
と
な
っ
た
。
こ
の
病
院
は
大
阪
医

学
校
と
な
り
、
明
治
三
六
年
高
等
医
学
校
、
大
正
四
年
府
立
大
阪
医

科
大
学
へ
と
発
展
す
る
が
、
明
治
三
五
年
佐
多
愛
彦
が
校
長
に
就
任

し
、
「
東
京
帝
大
医
学
部
卒
」
の
優
秀
な
教
官
は
と
て
も
大
阪
へ
は

派
遣
さ
れ
な
い
と
、
優
秀
な
卒
業
生
を
毎
年
一
名
宛
（
明
治
四
○
年
よ

り
は
二
名
宛
）
欧
州
の
大
学
に
二
ヵ
年
留
学
さ
せ
医
学
教
育
の
充
実

と
医
科
大
学
へ
の
昇
格
に
努
力
し
た
。

明
治
三
五
年
最
優
等
で
卒
業
し
、
京
都
帝
大
医
化
学
教
室
に
学

び
、
独
乙
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
グ
大
学
ヤ
ッ
フ
ェ
教
授
に
医
化
学
を
学

び
帰
国
し
た
世
良
好
太
に
、
佐
多
校
長
は
「
高
等
医
学
校
病
院
薬
剤

科
長
」
の
辞
令
を
交
付
し
た
が
、
薬
剤
師
で
な
い
薬
局
長
と
て
病
院

薬
剤
部
・
大
阪
府
薬
剤
師
会
か
ら
猛
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
佐
多
校

長
は
辞
令
を
回
収
し
、
「
監
薬
科
長
‐
｜
の
辞
令
を
交
付
し
て
、
薬
剤

師
国
家
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
阪
朝
日
新
聞
は
「
医

学
博
士
薬
剤
師
国
家
試
験
に
落
つ
」
と
大
き
く
報
道
し
、
次
の
国
試

に
合
格
し
て
改
め
て
「
薬
剤
科
長
」
の
辞
令
が
、
の
ち
「
薬
化
学
教

授
」
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
。
世
良
は
日
本
一
多
忙
な
病
院
薬
局
の

調
剤
製
剤
方
式
・
器
機
の
改
良
、
新
薬
類
の
開
発
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
・

ヒ
ス
チ
ジ
ン
分
解
等
の
生
化
学
研
究
、
微
研
で
は
細
菌
に
よ
る
生
化

学
を
完
成
さ
せ
た
。
併
せ
て
郷
土
史
の
研
究
を
行
い
、
瀬
良
氏
は
広

島
の
豪
族
世
良
族
の
子
孫
と
判
明
し
法
務
手
続
を
へ
て
「
世
良
‐
｜
と

改
姓
さ
れ
た
。

大
阪
医
科
大
学
卒
の
耳
鼻
科
医
員
弓
倉
繁
家
に
対
し
大
正
九
年
佐

多
学
長
は
東
京
の
歯
科
医
術
開
業
試
験
附
属
病
院
（
東
京
医
科
歯
科
大

学
の
前
身
校
）
へ
派
遣
し
歯
科
学
に
専
念
さ
せ
、
大
正
一
二
年
欧
州

各
国
歯
科
学
研
究
に
留
学
さ
せ
て
大
阪
医
科
大
学
に
歯
科
学
講
座
が

開
設
さ
れ
た
。
弓
倉
は
歯
科
医
専
卒
の
優
秀
な
歯
科
医
師
を
大
学
の

無
給
研
究
員
兼
無
給
歯
科
医
員
に
任
命
し
、
午
前
は
診
療
に
午
後
は

歯
科
口
腔
医
学
の
研
究
に
専
念
さ
せ
、
研
究
が
完
成
す
る
と
医
学
博

士
が
認
定
さ
れ
る
方
法
で
、
弓
倉
の
育
て
た
人
材
と
研
究
の
成
果
は

戦
後
大
阪
大
学
医
学
部
に
歯
学
科
を
、
更
に
日
本
最
初
の
歯
学
部
へ

と
発
展
さ
せ
た
（
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
無
給
の
制
度
を
禁
止
し
、
適
当
な
給
与

か
、
適
当
な
授
業
料
に
せ
よ
と
厳
命
し
た
）
。
初
代
歯
学
部
長
に
選
任
さ

れ
た
弓
倉
は
在
任
中
急
逝
さ
れ
、
御
遺
志
に
よ
り
、
そ
の
遺
体
は
完
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全
骨
格
標
本
と
し
て
阪
大
歯
学
部
に
寄
贈
さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
。

（
奈
良
佐
保
女
学
院
短
期
大
学
）

前
回
の
総
会
に
お
い
て
、
演
者
は
明
治
初
期
に
お
け
る
御
雇
外
国

人
医
学
教
師
が
、
ど
の
よ
う
な
法
令
に
よ
り
、
身
分
及
び
生
活
を
規

制
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
今
回
の
報
告
は
前
回
、

報
告
で
き
な
か
っ
た
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
以
降
の
、
御
雇
外
国
人

医
学
教
師
に
関
す
る
法
令
を
中
心
と
し
て
、
考
察
を
進
め
た
第
二
報

で
↑
の
る
。

前
回
、
報
告
し
た
よ
う
に
御
雇
外
国
人
に
関
す
る
明
治
期
最
初
の

法
令
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
八
月
二
十
二
日
に
行
政
官
か
ら
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
諸
藩
に
お
い
て
勝
手
に
外
国
人

を
雇
入
れ
る
こ
と
を
禁
じ
、
雇
入
れ
の
際
に
は
外
国
官
に
許
可
を
得

る
よ
う
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
外
国
官
と
い
う
の
は
外
務
省

の
前
身
と
な
る
中
央
官
庁
で
、
明
治
元
年
閏
四
月
二
十
一
日
に
設
け

39

明
治
期
御
雇
外
国
人
医
学
教
師
関
係
法

に
つ
い
て
（
第
二
報
）

一
局
｛
女
徳
川
一
十
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